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テキストマイニングを用いた環境研究所紀要の内容分析

Content Analysis of the Bulletin of Musashino University Institute of
Environmental Sciences Using Text Mining

伊　藤　伸　也 *
Shinya Ito

１．はじめに
　本稿は，武蔵野大学学術機関リポジトリ 1）に登録されている，武蔵野大学環境研究所紀要（以
下，「論文」とする．）を，テキストマイニングを用いて内容分析を試みたものである．
　論文は 2012 年 3 月 1 日に第 1 号が発行されて以降毎年度発行が継続し，直近では 2022 年 2
月 28 日に第 11 号が発行した．この 11 年間の論文には，論文数として計 94 報の知が蓄積され
ている．著者が本校大学院博士後期課程在籍時に，次の 2 点について考える場面が多々あった
のだが，残念ながら答えを見出せずに課程を修了することとなった．

環境研究所は
　①　どのような視点から環境にアプローチをしているのか
　②　どのような環境研究領域に強みを有しているのか

　今般，論文のタイトルおよび本文に出現する語を抽出し，その語のつながりを視覚的に表示
することで，上記①②に対する自身の解を見つけるヒントを得ることができるのではないか？
と考えた．語と語を視覚的に結びつけるツールであるテキストマイニングを活用し，論文の内
容分析を試みたので報告をする．

２．分析方法
①分析ツールと対象論文
　分析ツールには，「KH Coder2）」を用いた．また分析の対象論文は，武蔵野大学学術機関リ
ポジトリに登録されている紀要で，日本語で書かれた計 90 報 *1）とした．
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②分析手順
　分析は以下の手順で実施した（図 1）．
手順１：分析対象の論文の「発行号，タイトル（日本語）」を Excel ファイルに抽出し，分析

の基礎データ（以下，「基礎データ」とする．）を整理した（図 2）．
手順２：KH Coder を起動し，ツールバーにある「前処理（R）」の “ テキストのチェック ” お

よび “ 前処理の実行 ” の順に実行した．
手順３：手順 1，2 の基礎データを用いて，“ 共起ネットワーク *2）分析 ” および “ 対応分析 *3）”

を実行した．

*1）各号の目次では計 94 報が掲載（2022 年 8 月 1 日現在）されていたが，実際に閲覧可能な
論文は 91 報，そのうち 1 報は英語論文であり，差し引き計 90 報を分析対象と設定した．

*2）共起ネットワークとは・・・一つ一つの文書で出現する単語「抽出語」のうち，「距離」
が近いか遠いかを計算し，図示したもの 3）．

*3）対応分析とは・・・対応分析では原点（0,0）付近に特徴のない，どこにでも出現する語が
集まるのに対して，原点から離れた語からはデータの特徴が読み取れ
るもの 4）．

② 分析手順 

分析は以下の手順で実施した（図1）． 

手順１：分析対象の論文の「発行号，タイトル（日本語）」をExcelファイルに抽出し，分析の基

礎データ（以下，「基礎データ」とする．）を整理した（図2）． 

手順２：KH Coderを起動し，ツールバーにある「前処理（R）」の“テキストのチェック”および

“前処理の実行”の順に実行した． 

手順３：手順 1，2 の基礎データを用いて，“共起ネットワーク*2)分析”および“対応分析*3)”を

実行した． 

  

*1）各号の目次では計94報が掲載（2022 年 8月 1日現在）されていたが，実際に閲覧可能な論

文は91報，そのうち1報は英語論文であり，差し引き計90報を分析対象と設定した． 

*2）共起ネットワークとは・・・一つ一つの文書で出現する単語「抽出語」のうち，「距離」が近

いか遠いかを計算し，図示したもの3)． 

*3）対応分析とは・・・対応分析では原点（0,0）付近に特徴のない，どこにでも出現する語が集

まるのに対して，原点から離れた語からはデータの特徴が読み取れるも

の4)． 

  

（（図図11））分分析析手手順順  

  

  

（（図図22））基基礎礎デデーータタののEExxcceellササンンププルル  （（図図22））基基礎礎デデーータタののEExxcceellササンンププルル  

 

  

 

（（表表11））分分析析実実行行ににおおけけるる特特記記事事項項等等  

項項目目  条条件件等等  

分析対象とした論文の箇所  共起ネットワーク分析では，論文の日本語タイトルを分

析対象とした． 

 対応分析では，「抽出語：タイトル（日本語）と外部変

数：号」を分析対象とした． 

分析の対象とした語 品詞による語の取捨選択で，「名詞」および「サ変名詞」を

分析対象とした． 

共起分析の条件（図3-1）  最小出現数：2 

 現在の設定で利用される語の数：113 

 描画する共起関係(edge)の選択：上位150 

対応分析の条件（図3-2）  最小出現数：3 

 現在の設定で利用される語の数：53 

 バブルプロット：バブルの大きさ100％ 

 原点を表示 
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③　分析条件
　前記分析手順で示した基礎データを加工・整理するにあたり，特記すべき条件を表 1 に示す．

（（図図22））基基礎礎デデーータタののEExxcceellササンンププルル  

 

  

 

（（表表11））分分析析実実行行ににおおけけるる特特記記事事項項等等  

項項目目  条条件件等等  

分析対象とした論文の箇所  共起ネットワーク分析では，論文の日本語タイトルを分

析対象とした． 

 対応分析では，「抽出語：タイトル（日本語）と外部変

数：号」を分析対象とした． 

分析の対象とした語 品詞による語の取捨選択で，「名詞」および「サ変名詞」を

分析対象とした． 

共起分析の条件（図3-1）  最小出現数：2 

 現在の設定で利用される語の数：113 

 描画する共起関係(edge)の選択：上位150 

対応分析の条件（図3-2）  最小出現数：3 

 現在の設定で利用される語の数：53 

 バブルプロット：バブルの大きさ100％ 

 原点を表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

図図33--11  共共起起分分析析のの条条件件設設定定  

  

  

図図33--22  対対応応分分析析のの条条件件設設定定  

  

 

 

３３．．分分析析結結果果  

① 共起分析 

前章の分析方法に基づき実行した結果を図 4 に示す．本結果より，次の領域での研究報告
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３．分析結果
①　共起分析
　前章の分析方法に基づき実行した結果を図 4 に示す．本結果より，次の領域での研究報告が
多く見られた．

・　オゾン，水銀，大気，放射線などの自然科学の領域
・　学生の教育や学習または行動や意識のアンケートや調査に関する領域
・　ライフサイクルや企業の温室効果ガス削減費用などの環境経済に関する領域
・　防災に関する領域
・　史跡や建築に関する領域

　など

②　対応分析
　前章の分析方法に基づき実行した結果を図 5 に示す．本結果より，発行号と出現語に次の特
徴が見られた．

・　第 1 号，第 2 号，第 3 号，第 4 号で比較的近接した位置でまとまりが見られた．
・　第 5 号が原点近くに位置していた．
・　第 6 号，第 7 号，第 8 号で比較的近接した位置でまとまりが見られた．
・　“ 環境 ” という語が原点付近に位置し，かつ頻出語として確認された．
・　第 9 号，第 10 号，第 11 号はそれ以外の号と離れた箇所に位置していた．また，共通

的な出現語も少なく，多様な領域でのテーマでの論文が発表される傾向が確認された．

図図33--11  共共起起分分析析のの条条件件設設定定  

  

  

図図33--22  対対応応分分析析のの条条件件設設定定  

  

 

 

３３．．分分析析結結果果  

① 共起分析 

前章の分析方法に基づき実行した結果を図 4 に示す．本結果より，次の領域での研究報告
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前章の分析方法に基づき実行した結果を図 4 に示す．本結果より，次の領域での研究報告

が多く見られた． 

 オゾン，水銀，大気，放射線などの自然科学の領域 

 学生の教育や学習または行動や意識のアンケートや調査に関する領域 

 ライフサイクルや企業の温室効果ガス削減費用などの環境経済に関する領域 

 防災に関する領域 

 史跡や建築に関する領域 

など 

 

② 対応分析 

前章の分析方法に基づき実行した結果を図 5 に示す．本結果より，発行号と出現語に次の

特徴が見られた． 

 第1号，第2号，第3号，第4号で比較的近接した位置でまとまりが見られた． 

 第5号が原点近くに位置していた． 

 第6号，第7号，8号で，で比較的近接した位置でまとまりが見られた． 

 “環境”という語が原点付近に位置し，かつ頻出語として確認された． 

 第9号，第10号，第11号はそれ以外の号と離れた箇所に位置していた．また，共通的

な出現語も少なく，多様な領域でのテーマでの論文が発表される傾向が確認された． 

  

図図44  共共起起分分析析ののアアウウトトププッットト  

 

 

図図55  対対応応分分析析ののアアププトトププッットト  

 

  

４４．．ままととめめ  

本稿では，武蔵野大学学術機関リポジトリに登録されている論文について，テキストマイニン

グを用いて共起分析および対応分析を試みた．以下，本稿の研究目的である「環境研究所は，ど

のような視点から環境にアプローチをしているのか」および「環境研究所は，どのような環境研

究領域に強みを有しているのか」について考察した． 

共起分析から見えてきたこととして，自然科学の領域,学生へのアンケート調査に関する領域，

環境経済に関する領域,防災に関する領域，史跡や建築に関する領域などを主な研究分野とする

テーマが多く確認できた．研究目的の一つ目である“環境研究所は，どのような視点から環境に

アプローチをしているのか“については，この共起分析の結果が一つの解と考える．次に，対応

分析から見えてきたこととして，研究目的の二つ目である”環境研究所は，どのような環境研究

領域に強みを有しているのか“について整理した．先ず，図5に示されている通り，原点付近に”

環境“という語が大きなバブルチャートで出現している．当たり前のことかもしれないが，”環境

“を中心に据えた研究者集団ということが確認できた．さらに，第1号，第2号，第3号，第4

号が図5の左上箇所にまとまりが確認できた．このまとまりの特徴としては，放射線や防災に関

するテーマや語の繋がりが認められた．論文は 2012 年 3 月 1 日に第 1 号が発行されたが，この

前年の2011年3月11日に東日本大震災が発生したことが，放射線や防災をテーマとした論文が

多く出されたと推察する．第6号，第7号，第8号で図5の左下箇所にまとまりが確認できた．

このまとまりの特徴としては，建築領域や環境経済領域のテーマが以前よりも多く出されてきた
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４．まとめ
　本稿では，武蔵野大学学術機関リポジトリに登録されている論文について，テキストマイニ
ングを用いて共起分析および対応分析を試みた．以下，本稿の研究目的である「環境研究所は，
どのような視点から環境にアプローチをしているのか」および「環境研究所は，どのような環
境研究領域に強みを有しているのか」について考察した．
　共起分析から見えてきたこととして，自然科学の領域 , 学生へのアンケート調査に関する領
域，環境経済に関する領域 , 防災に関する領域，史跡や建築に関する領域などを主な研究分野
とするテーマが多く確認できた．研究目的の一つ目である “ 環境研究所は，どのような視点か
ら環境にアプローチをしているのか “ については，この共起分析の結果が一つの解と考える．
次に，対応分析から見えてきたこととして，研究目的の二つ目である ” 環境研究所は，どのよ
うな環境研究領域に強みを有しているのか “ について整理した．先ず，図 5 に示されている通
り，原点付近に ” 環境 “ という語が大きなバブルチャートで出現している．当たり前のことか
もしれないが，” 環境 “ を中心に据えた研究者集団ということが確認できた．さらに，第 1 号，
第 2 号，第 3 号，第 4 号が図 5 の左上箇所にまとまりが確認できた．このまとまりの特徴とし
ては，放射線や防災に関するテーマや語の繋がりが認められた．論文は 2012 年 3 月 1 日に第
1 号が発行されたが，この前年の 2011 年 3 月 11 日に東日本大震災が発生したことが，放射線
や防災をテーマとした論文が多く出されたと推察する．第 6 号，第 7 号，第 8 号で図 5 の左下
箇所にまとまりが確認できた．このまとまりの特徴としては，建築領域や環境経済領域のテー
マが以前よりも多く出されてきたことが言える．そして，第 9 号，第 10 号，第 11 号はそれぞ
れ独立した位置で存在していることが確認できた．このことは，環境学が如何に広域におよぶ
学問領域を扱っているかという点と，環境学研究所の専門領域の多様性，つまり強みを有して
いるという点を示していると考える．
　今回の紀要にて，課程在籍中にやり残したことを整理し，自身の解を示せたことは一定の成
果と考える．同時に，一定期間ごとに，一定量の論文をテキストマイニング分析することで，
過去から現在までの傾向や強み，または強化が求められる分野の特定などを戦略的に考える一
つの材料として十分活用できるではないか，ということも感じた．
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